
①
社
会
福
祉
事
業
又
は
公
益
事
業

　
を
行
う
に
当
た
っ
て
提
供
さ
れ
る

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

②
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
上
の

　
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に
対
す
る

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

③
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
提
供
さ

　
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

取
り
組
む
上
で
の
着
眼
点

　「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」は
、

高
齢
者
施
設
だ
か
ら
対
象
は
高
齢
者
の

み
な
ど
と
限
定
さ
れ
ず
、子
ど
も
や
障
害

者
、生
活
困
窮
者
と
い
っ
た
、ま
さ
に
地
域

の
生
活・福
祉
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

幅
広
い
分
野
で
の
実
施
が
期
待
さ
れ
る
。

　
各
法
人
が
具
体
的
に
実
践
し
て
い
く
上

で
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
5
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①
地
域
性
へ
の
対
応（
真
に
ニ
ー
ズ

　
に
沿
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
）

②
新
た
な
ニ
ー
ズ（
多
様
化・複
雑
化
）

　
へ
の
対
応

③
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

　
対
応
で
き
な
い
課
題
へ
の
対
応

④
行
政
施
策
や
住
民
活
動
を
つ
な
ぎ
、

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

⑤
地
域
づ
く
り・地
域
再
生
へ
の
貢
献

　
社
会
福
祉
法
人
制
度
が
始
ま
っ
て
60
年

以
上
が
経
過
し
、平
成
29
年
4
月
か
ら
は

改
正
社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
が
進
め
ら
れ
る
。そ
の一環
で

全
て
の
社
会
福
祉
法
人
に「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」が
責
務
と
し
て
定
め

ら
れ
た
。

　
地
域
社
会
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、制
度
の
狭

間
の
課
題
、生
活
困
窮
や
子
ど
も
の
貧
困

な
ど
、既
存
の
制
度
や
住
民
の
支
え
合
い

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、社
会
福
祉
法
人
に
は
、地
域
の
社
会

資
源
の一つ
と
し
て
、施
設
や
設
備
、配
置

さ
れ
た
専
門
職
な
ど
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、国
は
、具
体
的
な
取
組
例
で
は

な
く
次
の
3
つ
の
要
件
の
み
を
示
し
て
お

り
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
法
人
の
主

体
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

SPECIAL EDITION

　改正社会福祉法が平成29年度から本格施行される。改
正法では、社会福祉法人の責務として「地域における公益
的な取組」を実施することが明文化された。
　社会福祉法人は、社会福祉事業を実施するための公益
法人として従来からさまざまな公益的な事業に取り組ん
できたが、地域のつながりの希薄化、制度の狭間の課題な
ど、従来の枠を超えた生活・福祉課題が顕在化している。
　本特集では、社会福祉法人の「地域における公益的な取
組」を改めて確認するとともに、兵庫県内の推進方策や具
体的な活動展開の方向性についてお伝えする。

SPECIAL EDITION  特集

法
人
の「
公
益
性
」を

生
か
す
た
め
に

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
！
」を

合
言
葉
に

多
様
な
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
本
会
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら「
ス
ト
ッ

プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
中
だ
が
、こ
れ
は
、〝
無
縁
社
会
〞と
呼

ば
れ
る
社
会
状
況
を
問
い
直
し
、支
え
合
い

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
だ
。

　〝
無
縁
社
会
〞に
対
峙
す
る
取
り
組
み
は
、

地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
仕
組

み
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
。

　
県
内
で
進
め
て
い
る「
社
会
福
祉
法
人
連

絡
協
議
会
」づ
く
り
は
、社
会
福
祉
法
人
発

の
市
区
町
域
で
の
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ

く
り
で
、将
来
的
に
は
、「
地
域
福
祉
計
画
」

等
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
取
り
組
み
事
例
の
多
く
は
、大
な
り
小
な

り
既
に
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
等
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、公
益
性
と
い
う
使
命

を
果
た
す
べ
く「
地
域
の
安
心
拠
点
」と
し

て
、〝
ほ
っ
と
か
へ
ん
〞を
合
言
葉
に
、地
域
で

実
践
し
、そ
の
成
果
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、地
域
に
あ
る
資
源
が
つ
な
が
り
合
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

社会福祉法人が進める
「地域における公益的な取組」
～“ほっとかへん”を合言葉にした地域づくり～

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、単
身
高

齢
者
に
対
す
る
見
守
り
支
援
や
、引
き
こ

も
り
の
人
々
に
対
す
る
生
活
支
援
な
ど

も
想
定
さ
れ
る
が
、法
人
単
独
で
の
実
施

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
も
事
実
だ
。

取
り
組
み
の
実
施
方
法

　「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」は
、

法
人
単
独
で
行
う
だ
け
で
な
く
、複
数
の

法
人
で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
で

き
る
。具
体
的
な
実
施
方
法
と
し
て
大
き

く
次
の
4
点
に
整
理
さ
れ
る
。

①
法
人
単
独
で
行
う

②
複
数
の
法
人
が
資
金
を
拠
出
し

　
た
り
、一
体
的
な
組
織
を
設
置
し

　
て
行
う

③
法
人
を
中
心
に
民
生
委
員
や
住

　
民
組
織
等
が
市
区
町
単
位
で
協

　
働
す
る

④
法
人
が
他
の
N
P
O
等
を
支
援

　
し
な
が
ら
連
携
す
る
　
な
ど

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、各
地
域
の
実

情
や
地
元
社
協
と
の
連
携
、地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
実
施
形

態
で
展
開
さ
れ
る
。

　
県
内
で
は
、〝
日
本
の
縮
図
〞と
呼
ば
れ

る
地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
活

動
を
展
開
す
る
べ
く
、市
区
町
社
協
と
の

協
働
を
前
提
と
し
て
、市
区
町
域
ご
と
の

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」の
立
ち

上
げ
が
進
ん
で
い
る（
図
1
）。

　
社
会
福
祉
法
人
同
士
が
種
別
を
越
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
で
、多

種
多
様
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、総

合
相
談
な
ど
単
独
の
法
人
で
は
実
現
が

難
し
い
取
り
組
み
も
可
能
と
な
る
。

　
ニ
ー
ズ
把
握
に
あ
た
っ
て
も
、公
的
機
関

（
行
政
、児
童
相
談
所
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
）や
社
協
が
既
に
把
握
し
て
い
る

ニ
ー
ズ
を
基
に
、社
会
福
祉
法
人
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、取
り
組
ん
だ
こ
と
を
P
R
す
る

こ
と
も
重
要
で
、課
題
を「
見
え
る
化
」す

る
こ
と
で
住
民
や
行
政
等
へ
の
課
題
提
起

に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
は
、地
域
住
民
に
対
し
て
、社
会

福
祉
法
人
の
存
在
と
意
義
を
P
R
す
る

絶
好
の
機
会
に
も
な
る
。

■表1 社会福祉法人の取り組み事例
（全社協・社会福祉施設協議会連絡会「社会福祉法人・福祉施設の実践に関する状況調査」（平成25年度）より）

■表2 「地域における公益的な取組」の整理イメージ
全社協・社会福祉施設協議会連絡会「社会福祉法人・福祉施設の実践に関する状況調査」（平成25年度）を参考に作成

「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在り方に関する検討会中間とりまとめ（概要P2）」を一部改変

■図2 地域における住民主体の課題解決力強化・包括的な相談支援体制のイメージ ■図1 ほっとかへんネット

社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
組
」

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」

（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）の

広
が
り
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表
1
は
、全
社
協
が
調
査
し
た
取
り
組

み
事
例
だ
が
、取
り
組
み
を
限
定
的
に
考

え
る
の
で
は
な
く
、地
域
住
民
が
社
会
福

祉
法
人
の
取
り
組
み
に『
い
い
ね
！
』を
押

せ
ば
、公
益
的
な
取
り
組
み
と
考
え
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
何
よ
り
、既
存
の
取
り
組
み
で
あ
っ
て

も
、法
人
自
ら
で「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
」と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
こ
と

が
出
発
点
と
い
え
る
。

　
表
2
で
は
、5
つ
の
区
分
に
整
理
し
て
い

る
が
、具
体
的
な
取
り
組
み
が
各
地
域
で

進
め
ば
、住
民
一人
一人
の
福
祉
向
上
だ
け

で
な
く
、地
域
づ
く
り
や
地
域
再
生
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、社
会
福
祉
法
人
の

本
業
で
あ
る
社
会
福
祉
事
業
を
生
か
し
た

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、活
動・事
業
は
続

か
な
い
。

　
そ
の
上
で
、社
会
福
祉
事
業
を
受
け
皿

と
し
た
り
、そ
の
延
長
上
の
活
動
を
目
指

す
中
で
、『
い
い
ね
！
』を
意
識
し
た
ら
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、改
め
て『
公
益
性
』

と
い
う
使
命
を
果
た
す
こ
と
、そ
し
て
そ

の
姿
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、社
会
福
祉
法
に
列
挙

さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
を
中
心
的
に
担
う

だ
け
で
な
く
、既
存
の
制
度
の
枠
外
の
サ
ー

ビ
ス
に
も
柔
軟
に
先
駆
的
に
対
応
す
る
こ

と
を
本
旨
と
し
て
い
る
。

　
国
の「
ニッ
ポ
ン一億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」で
は
、

『
地
域
共
生
社
会
』の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
、検

討
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
が
12
月
26
日
に

公
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、厚
生

労
働
省
で
は
、介
護
保
険
法
や
社
会
福
祉
法

の
改
正
を
行
い
、「
我
が
事・丸
ご
と
」の
地

域
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
福
祉
計
画
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　『
地
域
共
生
社
会
』と
は
、子
ど
も・高
齢

者・障
害
者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地
域
、暮

ら
し
、生
き
が
い
を
共
に
創
り
、高
め
合
う

こ
と
が
で
き
る
社
会
だ
。

　
支
え
手
側
と
受
け
手
側
に
分
か
れ
る
の

で
は
な
く
、地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

持
ち
、支
え
合
い
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
、社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O

法
人
な
ど
の
地
域
の
資
源
と
協
働
し
な
が

ら
、そ
の
仕
組
み
を
地
域
で
構
築
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、育
児・介
護・障
害・貧
困
、

さ
ら
に
は
育
児
と
介
護
に
同
時
に
直
面
す

る
家
庭
な
ど
、世
帯
全
体
の
複
合
化・複
雑

化
し
た
課
題
を
受
け
止
め
る
、市
町
村
に
お

け
る
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
づ
く
り
の

全
国
展
開
を
目
指
し
て
い
る（
図
2
）。

　
改
正
社
会
福
祉
法
で
全
て
の
社
会
福
祉

法
人
の
責
務
と
な
っ
た「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」に
関
し
て
、国
は
次
の
定
款

記
載
例
を
示
し
て
い
る
。

（
経
営
の
原
則
等
）第
三
条
第
2
項

「
こ
の
法
人
は
、地
域
社
会
に
貢
献
す

る
取
組
と
し
て
、（
地
域
の
独
居
高
齢

者
、子
育
て
世
帯
、経
済
的
に
困
窮
す

る
者
等
）を
支
援
す
る
た
め
、無
料
又

は
低
額
な
料
金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
」

 

こ
の
定
款
記
載
例
は
、社
会
福
祉
法
人
が

果
た
す
べ
き「
公
益
性
」を
条
文
と
し
て
追

加
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、全
て
の
法
人
が

一致
団
結
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

1人暮らし
高齢者の増加

障害福祉

社会的孤立

児童養護

保 育

生活保護制度
介護保険制度

ほっとかへんネット
社会福祉法人社会福祉法人

制度の狭間 複合多問題

生活困窮

失業して生活に
困る中年男性

1人で子育てに
悩む母親

限界集落と
オールドニュータウン

近所付き合いの
希薄化

■サロン活動、居場所づくりの取り組み
■地域の総合相談窓口の設置
■地域の子育て家庭等への「子育て支援（療育）」相談や情報提供
■食物アレルギーを有する園児（入所児）への対応
■介護予防教室をはじめとする地域の人びとに対する講座等の開催
■園庭、保育室や会議室の開放、活動スペースの提供
■災害に備えた取り組み（事業継続、地域住民に対する支援への備え）
■介護保険事業における社会福祉法人による利用者負担軽減
■地域のつながり、地域再生を意図した夏祭りや地域交流事業の実施
■ボランティアや福祉人材の育成(実習生の受け入れを含む)

区　分 具体的な取組内容（例示）

①自己財源による
　社会福祉事業の実施

•無料低額診療事業、無料低額宿泊所
•生計困難者生活相談、就労訓練事業（いわゆる中間的就労）
•社会福祉法人軽減、利用者負担軽減

•生産・販売活動等への地域の高齢者、障害者の受け入れ
•就労支援事業所での利用契約者以外の者の受け入れ
•生活困窮者自立支援法に基づく就労準備支援事業の実施　
•生活保護受給者や法定雇用率を超えた障害者雇用

•在宅の難病患者の支援（家族支援）、放課後児童クラブ、里親支援
•地域の子育て家庭等への「子育て支援（養育）」相談や情報提供
•退所児童に対する継続的な支援（家族支援を含む）
•介護予防教室をはじめとする地域の人びとに対する講座等の開催

•ボランティア、福祉人材の育成（実習生の受け入れ、介護等体験等）
•移動サービス等、高齢者や障害者の移動支援の取り組み
•地域の子どもたち等への学習支援の取り組み、子ども110番
•地域の総合相談、介護相談窓口の開設、認知症サポーターの養成
•買い物やごみ捨ての支援等、生活支援サービスの取り組み

•災害に備えた取り組み（災害時要援護者支援、福祉避難所協定等）
•各種審議会等委員への就任
•義援金、環境美化
•地域のつながり、地域再生を意図した夏祭りや地域交流事業の実施

②本業の社会福祉事業を
　受け皿とした公益的な活動

③本業の社会福祉事業の
　延長上の活動

④地域福祉の向上に
　向けた活動

⑤専門人材や施設・設備を
　生かした取り組みほか

住
民
に
身
近
な
圏
域

市町村

まちおこし

産業

農林水産

土木

防犯・防災

社会教育

環境

交通

都市計画

住民が主体的に地域課題を把握して
解決を試みる体制づくり

さまざまな課題を抱える住民
受け手 支え手

住民が主体的に地域課題を把握して解決を試みる体制づくりを支援する

自立相談
支援機関

相談支援
包括化推進員

他人事を「我が事」に
変えていくような
働きかけをする機能

「丸ごと」
受け止める場

市町村における
総合的な相談支援
体制づくり

地区社協

高齢関係 住まい関係

雇用･就労関係

多文化共生関係

司法関係 がん･難病関係
保健関係

教育関係

権利擁護関係 児童関係 家計支援関係 医療関係 障害関係
発達障害関係児相 病院

ボランティア

NPO

企業・商店
ご近所 民生委員・

児童委員
自治会 老人クラブ

PTA

学校

子ども会

社会福祉法人

市
町
村
域
等

課題把握
受け止め 地域の基盤づくり解決

複合課題の丸ごと 世帯の丸ごと とりあえずの丸ごと

明らかになったニーズに、
寄り添いつつ、つなぐ

協働の中核を担う機能

バックアップ

自治体によっては
一体的

77.1%

28.8%
30.3%

37.5%
39.7%

62.8%

19.4%
19.4%
22.4%
27.4%

2017 February3 2017 February 22017 February5 2017 February 4



①
社
会
福
祉
事
業
又
は
公
益
事
業

　
を
行
う
に
当
た
っ
て
提
供
さ
れ
る

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

②
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
上
の

　
支
援
を
必
要
と
す
る
者
に
対
す
る

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

③
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
提
供
さ

　
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

取
り
組
む
上
で
の
着
眼
点

　「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」は
、

高
齢
者
施
設
だ
か
ら
対
象
は
高
齢
者
の

み
な
ど
と
限
定
さ
れ
ず
、子
ど
も
や
障
害

者
、生
活
困
窮
者
と
い
っ
た
、ま
さ
に
地
域

の
生
活・福
祉
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

幅
広
い
分
野
で
の
実
施
が
期
待
さ
れ
る
。

　
各
法
人
が
具
体
的
に
実
践
し
て
い
く
上

で
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
5
点
が
考
え
ら
れ
る
。

①
地
域
性
へ
の
対
応（
真
に
ニ
ー
ズ

　
に
沿
っ
た
事
業
展
開
を
図
る
）

②
新
た
な
ニ
ー
ズ（
多
様
化・複
雑
化
）

　
へ
の
対
応

③
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は

　
対
応
で
き
な
い
課
題
へ
の
対
応

④
行
政
施
策
や
住
民
活
動
を
つ
な
ぎ
、

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

⑤
地
域
づ
く
り・地
域
再
生
へ
の
貢
献

　
社
会
福
祉
法
人
制
度
が
始
ま
っ
て
60
年

以
上
が
経
過
し
、平
成
29
年
4
月
か
ら
は

改
正
社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
が
進
め
ら
れ
る
。そ
の一環
で

全
て
の
社
会
福
祉
法
人
に「
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
組
」が
責
務
と
し
て
定
め

ら
れ
た
。

　
地
域
社
会
で
は
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、制
度
の
狭

間
の
課
題
、生
活
困
窮
や
子
ど
も
の
貧
困

な
ど
、既
存
の
制
度
や
住
民
の
支
え
合
い

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、社
会
福
祉
法
人
に
は
、地
域
の
社
会

資
源
の一つ
と
し
て
、施
設
や
設
備
、配
置

さ
れ
た
専
門
職
な
ど
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、国
は
、具
体
的
な
取
組
例
で
は

な
く
次
の
3
つ
の
要
件
の
み
を
示
し
て
お

り
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
各
法
人
の
主

体
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

SPECIAL EDITION

　改正社会福祉法が平成29年度から本格施行される。改
正法では、社会福祉法人の責務として「地域における公益
的な取組」を実施することが明文化された。
　社会福祉法人は、社会福祉事業を実施するための公益
法人として従来からさまざまな公益的な事業に取り組ん
できたが、地域のつながりの希薄化、制度の狭間の課題な
ど、従来の枠を超えた生活・福祉課題が顕在化している。
　本特集では、社会福祉法人の「地域における公益的な取
組」を改めて確認するとともに、兵庫県内の推進方策や具
体的な活動展開の方向性についてお伝えする。

SPECIAL EDITION  特集

法
人
の「
公
益
性
」を

生
か
す
た
め
に

「
ほ
っ
と
か
へ
ん
！
」を

合
言
葉
に

多
様
な
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
本
会
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら「
ス
ト
ッ

プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
中
だ
が
、こ
れ
は
、〝
無
縁
社
会
〞と
呼

ば
れ
る
社
会
状
況
を
問
い
直
し
、支
え
合
い

社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
だ
。

　〝
無
縁
社
会
〞に
対
峙
す
る
取
り
組
み
は
、

地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
仕
組

み
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
。

　
県
内
で
進
め
て
い
る「
社
会
福
祉
法
人
連

絡
協
議
会
」づ
く
り
は
、社
会
福
祉
法
人
発

の
市
区
町
域
で
の
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ

く
り
で
、将
来
的
に
は
、「
地
域
福
祉
計
画
」

等
と
も
リ
ン
ク
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　
取
り
組
み
事
例
の
多
く
は
、大
な
り
小
な

り
既
に
社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
等
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、公
益
性
と
い
う
使
命

を
果
た
す
べ
く「
地
域
の
安
心
拠
点
」と
し

て
、〝
ほ
っ
と
か
へ
ん
〞を
合
言
葉
に
、地
域
で

実
践
し
、そ
の
成
果
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
の
生
活・福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、地
域
に
あ
る
資
源
が
つ
な
が
り
合
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

社会福祉法人が進める
「地域における公益的な取組」
～“ほっとかへん”を合言葉にした地域づくり～

　
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、単
身
高

齢
者
に
対
す
る
見
守
り
支
援
や
、引
き
こ

も
り
の
人
々
に
対
す
る
生
活
支
援
な
ど

も
想
定
さ
れ
る
が
、法
人
単
独
で
の
実
施

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
も
事
実
だ
。

取
り
組
み
の
実
施
方
法

　「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」は
、

法
人
単
独
で
行
う
だ
け
で
な
く
、複
数
の

法
人
で
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
も
で

き
る
。具
体
的
な
実
施
方
法
と
し
て
大
き

く
次
の
4
点
に
整
理
さ
れ
る
。

①
法
人
単
独
で
行
う

②
複
数
の
法
人
が
資
金
を
拠
出
し

　
た
り
、一
体
的
な
組
織
を
設
置
し

　
て
行
う

③
法
人
を
中
心
に
民
生
委
員
や
住

　
民
組
織
等
が
市
区
町
単
位
で
協

　
働
す
る

④
法
人
が
他
の
N
P
O
等
を
支
援

　
し
な
が
ら
連
携
す
る
　
な
ど

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、各
地
域
の
実

情
や
地
元
社
協
と
の
連
携
、地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
実
施
形

態
で
展
開
さ
れ
る
。

　
県
内
で
は
、〝
日
本
の
縮
図
〞と
呼
ば
れ

る
地
理
的
特
性
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
活

動
を
展
開
す
る
べ
く
、市
区
町
社
協
と
の

協
働
を
前
提
と
し
て
、市
区
町
域
ご
と
の

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」の
立
ち

上
げ
が
進
ん
で
い
る（
図
1
）。

　
社
会
福
祉
法
人
同
士
が
種
別
を
越
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
で
、多

種
多
様
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、総

合
相
談
な
ど
単
独
の
法
人
で
は
実
現
が

難
し
い
取
り
組
み
も
可
能
と
な
る
。

　
ニ
ー
ズ
把
握
に
あ
た
っ
て
も
、公
的
機
関

（
行
政
、児
童
相
談
所
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
）や
社
協
が
既
に
把
握
し
て
い
る

ニ
ー
ズ
を
基
に
、社
会
福
祉
法
人
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、取
り
組
ん
だ
こ
と
を
P
R
す
る

こ
と
も
重
要
で
、課
題
を「
見
え
る
化
」す

る
こ
と
で
住
民
や
行
政
等
へ
の
課
題
提
起

に
も
つ
な
が
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
し
て
取
り
組

む
こ
と
は
、地
域
住
民
に
対
し
て
、社
会

福
祉
法
人
の
存
在
と
意
義
を
P
R
す
る

絶
好
の
機
会
に
も
な
る
。

■表1 社会福祉法人の取り組み事例
（全社協・社会福祉施設協議会連絡会「社会福祉法人・福祉施設の実践に関する状況調査」（平成25年度）より）

■表2 「地域における公益的な取組」の整理イメージ
全社協・社会福祉施設協議会連絡会「社会福祉法人・福祉施設の実践に関する状況調査」（平成25年度）を参考に作成

「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在り方に関する検討会中間とりまとめ（概要P2）」を一部改変

■図2 地域における住民主体の課題解決力強化・包括的な相談支援体制のイメージ ■図1 ほっとかへんネット

社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
組
」

「
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
」

（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）の

広
が
り

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

　
表
1
は
、全
社
協
が
調
査
し
た
取
り
組

み
事
例
だ
が
、取
り
組
み
を
限
定
的
に
考

え
る
の
で
は
な
く
、地
域
住
民
が
社
会
福

祉
法
人
の
取
り
組
み
に『
い
い
ね
！
』を
押

せ
ば
、公
益
的
な
取
り
組
み
と
考
え
れ
ば

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
何
よ
り
、既
存
の
取
り
組
み
で
あ
っ
て

も
、法
人
自
ら
で「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
」と
し
て
位
置
付
け
て
い
く
こ
と

が
出
発
点
と
い
え
る
。

　
表
2
で
は
、5
つ
の
区
分
に
整
理
し
て
い

る
が
、具
体
的
な
取
り
組
み
が
各
地
域
で

進
め
ば
、住
民
一人
一人
の
福
祉
向
上
だ
け

で
な
く
、地
域
づ
く
り
や
地
域
再
生
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、社
会
福
祉
法
人
の

本
業
で
あ
る
社
会
福
祉
事
業
を
生
か
し
た

取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
、活
動・事
業
は
続

か
な
い
。

　
そ
の
上
で
、社
会
福
祉
事
業
を
受
け
皿

と
し
た
り
、そ
の
延
長
上
の
活
動
を
目
指

す
中
で
、『
い
い
ね
！
』を
意
識
し
た
ら
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、改
め
て『
公
益
性
』

と
い
う
使
命
を
果
た
す
こ
と
、そ
し
て
そ

の
姿
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
社
会
福
祉
法
人
は
、社
会
福
祉
法
に
列
挙

さ
れ
た
社
会
福
祉
事
業
を
中
心
的
に
担
う

だ
け
で
な
く
、既
存
の
制
度
の
枠
外
の
サ
ー

ビ
ス
に
も
柔
軟
に
先
駆
的
に
対
応
す
る
こ

と
を
本
旨
と
し
て
い
る
。

　
国
の「
ニッ
ポ
ン一億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」で
は
、

『
地
域
共
生
社
会
』の
実
現
が
掲
げ
ら
れ
、検

討
会
の
中
間
と
り
ま
と
め
が
12
月
26
日
に

公
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
踏
ま
え
、厚
生

労
働
省
で
は
、介
護
保
険
法
や
社
会
福
祉
法

の
改
正
を
行
い
、「
我
が
事・丸
ご
と
」の
地

域
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
福
祉
計
画
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

　『
地
域
共
生
社
会
』と
は
、子
ど
も・高
齢

者・障
害
者
な
ど
全
て
の
人
々
が
地
域
、暮

ら
し
、生
き
が
い
を
共
に
創
り
、高
め
合
う

こ
と
が
で
き
る
社
会
だ
。

　
支
え
手
側
と
受
け
手
側
に
分
か
れ
る
の

で
は
な
く
、地
域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

持
ち
、支
え
合
い
な
が
ら
、自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
、社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O

法
人
な
ど
の
地
域
の
資
源
と
協
働
し
な
が

ら
、そ
の
仕
組
み
を
地
域
で
構
築
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、育
児・介
護・障
害・貧
困
、

さ
ら
に
は
育
児
と
介
護
に
同
時
に
直
面
す

る
家
庭
な
ど
、世
帯
全
体
の
複
合
化・複
雑

化
し
た
課
題
を
受
け
止
め
る
、市
町
村
に
お

け
る
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
づ
く
り
の

全
国
展
開
を
目
指
し
て
い
る（
図
2
）。

　
改
正
社
会
福
祉
法
で
全
て
の
社
会
福
祉

法
人
の
責
務
と
な
っ
た「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」に
関
し
て
、国
は
次
の
定
款

記
載
例
を
示
し
て
い
る
。

（
経
営
の
原
則
等
）第
三
条
第
2
項

「
こ
の
法
人
は
、地
域
社
会
に
貢
献
す

る
取
組
と
し
て
、（
地
域
の
独
居
高
齢

者
、子
育
て
世
帯
、経
済
的
に
困
窮
す

る
者
等
）を
支
援
す
る
た
め
、無
料
又

は
低
額
な
料
金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
」

 

こ
の
定
款
記
載
例
は
、社
会
福
祉
法
人
が

果
た
す
べ
き「
公
益
性
」を
条
文
と
し
て
追

加
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、全
て
の
法
人
が

一致
団
結
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

1人暮らし
高齢者の増加

障害福祉

社会的孤立

児童養護

保 育

生活保護制度
介護保険制度

ほっとかへんネット
社会福祉法人社会福祉法人

制度の狭間 複合多問題

生活困窮

失業して生活に
困る中年男性

1人で子育てに
悩む母親

限界集落と
オールドニュータウン

近所付き合いの
希薄化

■サロン活動、居場所づくりの取り組み
■地域の総合相談窓口の設置
■地域の子育て家庭等への「子育て支援（療育）」相談や情報提供
■食物アレルギーを有する園児（入所児）への対応
■介護予防教室をはじめとする地域の人びとに対する講座等の開催
■園庭、保育室や会議室の開放、活動スペースの提供
■災害に備えた取り組み（事業継続、地域住民に対する支援への備え）
■介護保険事業における社会福祉法人による利用者負担軽減
■地域のつながり、地域再生を意図した夏祭りや地域交流事業の実施
■ボランティアや福祉人材の育成(実習生の受け入れを含む)

区　分 具体的な取組内容（例示）

①自己財源による
　社会福祉事業の実施

•無料低額診療事業、無料低額宿泊所
•生計困難者生活相談、就労訓練事業（いわゆる中間的就労）
•社会福祉法人軽減、利用者負担軽減

•生産・販売活動等への地域の高齢者、障害者の受け入れ
•就労支援事業所での利用契約者以外の者の受け入れ
•生活困窮者自立支援法に基づく就労準備支援事業の実施　
•生活保護受給者や法定雇用率を超えた障害者雇用

•在宅の難病患者の支援（家族支援）、放課後児童クラブ、里親支援
•地域の子育て家庭等への「子育て支援（養育）」相談や情報提供
•退所児童に対する継続的な支援（家族支援を含む）
•介護予防教室をはじめとする地域の人びとに対する講座等の開催

•ボランティア、福祉人材の育成（実習生の受け入れ、介護等体験等）
•移動サービス等、高齢者や障害者の移動支援の取り組み
•地域の子どもたち等への学習支援の取り組み、子ども110番
•地域の総合相談、介護相談窓口の開設、認知症サポーターの養成
•買い物やごみ捨ての支援等、生活支援サービスの取り組み

•災害に備えた取り組み（災害時要援護者支援、福祉避難所協定等）
•各種審議会等委員への就任
•義援金、環境美化
•地域のつながり、地域再生を意図した夏祭りや地域交流事業の実施

②本業の社会福祉事業を
　受け皿とした公益的な活動

③本業の社会福祉事業の
　延長上の活動

④地域福祉の向上に
　向けた活動

⑤専門人材や施設・設備を
　生かした取り組みほか

住
民
に
身
近
な
圏
域

市町村

まちおこし

産業

農林水産

土木

防犯・防災

社会教育

環境

交通

都市計画

住民が主体的に地域課題を把握して
解決を試みる体制づくり

さまざまな課題を抱える住民
受け手 支え手

住民が主体的に地域課題を把握して解決を試みる体制づくりを支援する

自立相談
支援機関

相談支援
包括化推進員

他人事を「我が事」に
変えていくような
働きかけをする機能

「丸ごと」
受け止める場

市町村における
総合的な相談支援
体制づくり

地区社協

高齢関係 住まい関係

雇用･就労関係

多文化共生関係

司法関係 がん･難病関係
保健関係

教育関係

権利擁護関係 児童関係 家計支援関係 医療関係 障害関係
発達障害関係児相 病院

ボランティア

NPO

企業・商店
ご近所 民生委員・

児童委員
自治会 老人クラブ

PTA

学校

子ども会

社会福祉法人

市
町
村
域
等

課題把握
受け止め 地域の基盤づくり解決

複合課題の丸ごと 世帯の丸ごと とりあえずの丸ごと

明らかになったニーズに、
寄り添いつつ、つなぐ

協働の中核を担う機能

バックアップ

自治体によっては
一体的
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